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＊７  

別記様式第１１の２（規則第４３条の９関係）
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＊７  


（正）

令和　○○年　○○月　○○日

羽島市長　松　井　　聡　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届　出　者　　住　所　○○市☆☆町□□番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　羽島　太郎　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（○○○）□□□－△△△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連　絡　先　　氏　名　正木　次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（○○○）△△△－☆☆☆☆
地区計画の区域内における行為の届出書

　都市計画法第５８条の２第１項の規定に基づき、

	土地の区画形質の変更

建築物の建築又は工作物の建設

建築物等の用途の変更
	について、下記により届け出ます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　行　為　の　場　所　　　　　　羽島市○○町☆☆□□番地
　２　行為の着手予定日　　　　　　令和　□□年　○○月　△△日

　３　行為の完了予定日　　　　　　令和　△△年　□□月　○○日

　４　設計又は施行方法
	　（１）土地の区画形質の変更
	　区域の面積　　　　　　　　　　　　　　　㎡

	　　　　
　（２）

　建築物の

　建築又は

　工作物の

　建　　設
	（イ）行為の種類（建築物の建築・工作物の建設）（新築・改築・増築・移転）

	
	（ロ）
	
	届出部分
	届出以外の部分
	合　　　計

	
	設計の概要
	（Ａ）敷地面積
	
	
	○○○．○㎡

	
	
	（Ｂ）建築面積
	○○○．○㎡
	○○○．○㎡
	○○○．○㎡

	
	
	（Ｃ）延べ面積
	○○○．○㎡
	○○○．○㎡
	○○○．○㎡

	
	
	（Ｄ）用　　途
	専用住宅

	
	
	（Ｅ）高　　さ
	　地盤面から　　　　　　　　　　　○．○　ｍ

	（３）建築物等の用途の変更
	（イ）変更部分の延べ面積
	（ロ）変更前の用途
	（ハ）変更後の用途

	
	㎡
	
	

	地区の名称
	正木北部地区
	用途地域
	第１種住居地域


羽島市処理欄（以下の欄は、市で使用しますので記入しないで下さい。）

	証　明　書

	番号
	都証第　　　　　号

	日付
	令和　　　年　　月　　日


備考

１　竹鼻正木地区地区計画A地区については届出書不要です。

２　当該行為に着手する日の３０日前までに届出してください。

３　届出者が法人である場合においては、氏名はその法人の名称及び代表者の氏名を記入してください。

４　同一の土地の区域について二以上の種類の行為を行おうとするときは、一の届出書によることができます。

５　「建築物等の用途の変更」については、用途変更後の建築物等が、地区計画において定められた用途の制限又は用途に応じた建築物等に関する制限に適合しないこととなる場合に限って、届出が必要となります。
６　当該敷地が、建築基準法第４２条第２項道路に接する場合は、道路後退後の敷地面積も（A）敷地面積に併記してください。

【補足説明】
＊１　届出書の提出日です。（行為の着手の３０日前までに提出してください。）

＊２　確認申請書等の申請者名（予定）をご記入ください。

＊３　該当項目に○印をご記入ください。
＊４　届出以外の部分とは、地区計画区域外の部分となり、敷地が区域界をまたぐ場合以外は、
０㎡となります。

＊５　備考６に当たる場合は、道路後退前の敷地面積に加えて、道路後退後の敷地面積を欄内若しくは欄右隣の空白部分にご記入ください。
＊６　建物用途についてご記入ください。（例：専用住宅、事務所、店舗併用住宅）
＊７　地区計画区域内の用途地域をご記入ください。
＊８　地区計画の地区名をご記入ください。

　　　《地区計画の地区名》

平方第１地区・竹鼻正木地区・正木北部地区・正木南部地区・岐阜羽島インター南部地区

　　　狐穴第４－１地区

＊９　用途変更後の建築物等が、地区計画において定められた用途の制限又は用途に応じた建築物等に関する制限に適合しないこととなる場合に限って、届出が必要となります。
添付書類について

全部事項証明書（謄本）は、提出日の３ヶ月以内に発行された証明書で、正本には必ず原本を添付してください。
届出書の記入例
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